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日本通運株式会社概要
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1兆６，１３３億円：連 結 売 上 高

東京都港区東新橋１丁目９番３号：本 社

：

：

：

７０１億７５百万円資 本 金

６４，８３４人（グループ計）従 業 員

1937(昭和12)年 「創業1872(明治5)年」創 立

（2013年3月末現在）

４０カ国：拠 点 国 数

：

：

：

１７，９０７人海外勤務社員総数

４６０拠点拠 点 総 数

１０８社海外現地法人数

海外ネットワーク
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ＳＳＥ（上海スーパーエクスプレス）とは
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SHANGHAISUPER EXPRESS
「定時・小ロット・多頻度」の高速ＲＯＲＯ船サービス

Point1 高速ＲＯＲＯ船（上海⇔博多）

�速度20ノット（時速約37キロ）で上海～博多間（約800キロ）を28時間で運航。

→海上輸送時間を極限まで短縮

�トレーラーでの直接積込み／荷卸しが可能なRORO荷役形式

→3時間以内の効率的かつ迅速な荷役作業を実現しリードタイムを短縮

�DRYコンテナに限らず、あらゆるコンテナタイプ、自走式車輌輸送にも対応

→運べる貨物を選びません

�コンテナを船倉に搭載するため、温度が上がらない、振動が少ない。

�上海～博多間を、週2便定時シャトル運航

→不確定要素が大きい海上輸送で安定したスケジュールをお約束

�博多港・羅 港ともにSSE優先バースを利用

→バース待ちすることなく、入港後速やかに荷役を行うことが可能です。

�博多港によるシームレスな国内輸送との接続

�輸入通関も休日・夜間等の臨時開庁対応が可能で迅速に国内接続

→「博多入港当日通関・（国内輸送への）当日接続」がSSEの常識

�鉄道輸送との接続により、日本国内へのＪＲ輸送

→中国へもＪＲコンテナのまま輸送できます

Point2 定期便

Point3 国内輸送との接続

約約約約800km800km800km800km

約約約約28282828時間時間時間時間

ROLL-ON/ROLL-OFF船の略。

貨物をトラック、トレーラに積載した

ままでの岸壁から船舶への積み込

み 又は、船舶から岸壁への取り

卸し荷役が可能な船舶

RORO船とは・・・
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ＡＳＥＡＮ ＲＯＲＯ船構想
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アセアン地域における高速RORO船によるシームレスで効率的な輸送事業を行う。

海上コンテナを陸上輸送す

るトレーラーのことをシャー

シという。

ツイストロックと呼ばれる装

置でコンテナをシャーシに固

定して輸送する。

シャーシとは・・・

Ａ国顧客

Ａ国車両

積替・交換

Ａ国Port

積替・交換

Ｂ国Port

Ｂ国車両

Ｂ国顧客

船舶専用ｼｬｰｼ

ＲＯＲＯ船

[[[[現状現状現状現状ののののフローフローフローフロー図図図図]]]]

シャーシシャーシシャーシシャーシ車両車両車両車両のののの両国間相互乗両国間相互乗両国間相互乗両国間相互乗りりりり入入入入れれれれ

シャーシシャーシシャーシシャーシのののの相互乗相互乗相互乗相互乗りりりり入入入入れによるれによるれによるれによる物流物流物流物流ののののシームレスシームレスシームレスシームレス化化化化シャーシシャーシシャーシシャーシのののの相互乗相互乗相互乗相互乗りりりり入入入入れによるれによるれによるれによる物流物流物流物流ののののシームレスシームレスシームレスシームレス化化化化

Ａ国顧客

Ａ国車両

又は

Ｂ国車両

Ａ国Port
Ｂ国Port Ｂ国顧客

ＲＯＲＯ船

[[[[シームレスシームレスシームレスシームレス物流物流物流物流フローフローフローフロー図図図図（港での２回の積替・交換が生じない）]]]]

Ａ国車両

又は

Ｂ国車両

一貫輸送一貫輸送一貫輸送一貫輸送
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日韓Wナンバー車両
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タイ～マレーシア 鉄道
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ＳＳ７０００、ＸＢ３３００、ＥＢ３０００
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欧州欧州欧州欧州 ＥＢＥＢＥＢＥＢ３０００３０００３０００３０００ （（（（RMRMRMRM）））） 米州米州米州米州 XXXXＢＢＢＢ３３００３３００３３００３３００

アジアアジアアジアアジア ＳＳＳＳＳＳＳＳ７０００７０００７０００７０００

海外海外海外海外４４４４極極極極

域内輸送域内輸送域内輸送域内輸送サービスサービスサービスサービス網網網網のののの展開展開展開展開

トロントトロントトロントトロント

デトロイトデトロイトデトロイトデトロイト

ダラスダラスダラスダラス

モンテレーモンテレーモンテレーモンテレー
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物流業界における国際競争力の向上について～日本通運の経営計画目標～

7

数値目標

Ａ．グローバルロジスティクス事業の更なる拡大

Ｂ．国内事業の経営体質強化

Ｃ．グループ各社の多様性を活かした事業拡大

Ｄ．ＣＳＲ経営に基づく、事業を通じた社会への貢献

基本戦略

２０１３年４月１日～２０１６年３月３１日（３ヵ年間）実施期間

「日通グループ経営計画２０１５ ー改革と躍進ー 」経営計画名称

２９．７％４０４０４０４０％％％％国際関連事業売上比率

１兆６，１３３億円１兆８，０００億円連結売上高

２０１３年３月期目標２０１６年３月期目標
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物流業界における国際競争力の向上について～日本通運の経営計画目標～
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「グローバルロジスティクス事業の更なる拡大」

２０１５年度に国際関連事業売上比率４０４０４０４０％％％％を目指す

（１）グローバル市場における成長

（２）日本国内日本国内日本国内日本国内におけるにおけるにおけるにおける国際関連事業国際関連事業国際関連事業国際関連事業のののの拡大拡大拡大拡大

（３）非日系企業との取引拡大

（４）Ｍ＆Ａによる成長スピードの加速

（５）グローバル人材育成の強化

（６）グローバルＩＴ基盤の強化
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物流業界における国際競争力の向上について～日本通運の経営計画目標～
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・

１３１３１３１３

１４

・

・

・

２０

２４

２７２７２７２７

・

４０４０４０４０

・

４７４７４７４７

４９４９４９４９

１０

９

８８８８

７７７７

６６６６

５５５５

４４４４

３３３３

２２２２

１１１１

順位

・

台台台台 湾湾湾湾

ドイツ

・

・

・

アメリカ

アメリカ

日日日日 本本本本

・

日日日日 本本本本

・

日日日日 本本本本

日日日日 本本本本

オランダ

Ｕ Ａ Ｅ

中中中中 国国国国

中中中中 国国国国

中中中中 国国国国

韓韓韓韓 国国国国

中中中中 国国国国

中中中中 国国国国

シンガポールシンガポールシンガポールシンガポール

中中中中 国国国国

国 名

・

日日日日 本本本本

・

韓韓韓韓 国国国国

・

日日日日 本本本本

・

・

・

・

日日日日 本本本本

・

日日日日 本本本本

アメリカ

ドイツ

アメリカ

アメリカ

シンガポールシンガポールシンガポールシンガポール

台台台台 湾湾湾湾

日日日日 本本本本

中中中中 国国国国

オランダ

アメリカ

国 名

2,4402,4402,4402,440万万万万香香香香 港港港港146146146146万万万万香香香香 港港港港３３３３

1,6161,6161,6161,616万万万万釜釜釜釜 山山山山98989898万万万万高高高高 雄雄雄雄５５５５

1,4691,4691,4691,469万万万万寧寧寧寧 波波波波92929292万万万万シンガポールシンガポールシンガポールシンガポール６６６６

1,4401,4401,4401,440万万万万広広広広 州州州州85万サンファン７

・

967967967967万万万万

902万

・

・

・

606万

550万

455455455455万万万万

・

308308308308万万万万

・

255255255255万万万万

247247247247万万万万

・

高高高高 雄雄雄雄

ハンブルグ

・

・

・

ロングビーチ

ＮＹ／ＮＪ

東東東東 京京京京

・

横横横横 浜浜浜浜

・

名名名名 古古古古 屋屋屋屋

神神神神 戸戸戸戸

・

72727272万万万万

・

63636363万万万万

・

63636363万万万万

・

・

・

・

25252525万万万万

・

21212121万万万万

・

横横横横 浜浜浜浜

・

釜釜釜釜 山山山山

・

東東東東 京京京京

・

・

・

・

大大大大 阪阪阪阪

・

名名名名 古古古古 屋屋屋屋

・

１３１３１３１３

・

１６１６１６１６

・

１８１８１８１８

・

・

・

・

３９３９３９３９

・

４６４６４６４６

1,300万ド バ イ78万ハンブルグ９

2,2572,2572,2572,257万万万万深深深深 セセセセ ンンンン146146146146万万万万神神神神 戸戸戸戸４４４４

3,1513,1513,1513,151万万万万上上上上 海海海海195万ＮＹ／ＮＪ１

1,190万ロッテルダム78万オークランド１０

1,3021,3021,3021,302万万万万青青青青 島島島島82万ロングビーチ８

2,9942,9942,9942,994万万万万シンガポールシンガポールシンガポールシンガポール190万ロッテルダム２

取扱量港 湾 名取扱量港 湾 名順位

（単位：ＴＥＵ）

１９８０１９８０１９８０１９８０年年年年

（単位：ＴＥＵ）

２０１１２０１１２０１１２０１１年年年年
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国際戦略港湾

10

阪神阪神阪神阪神

京浜京浜京浜京浜

大阪

神戸

東京

川﨑

横浜

輸

出

輸

入

輸

出

輸

入

内航フィーダー

本船が寄港する主要港から別便で枝

分かれした支線のこと。そこを運航する

船をフィーダー船という。

阪神港

京浜港
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物流業界における国際競争力の向上について～日本通運の経営計画目標～
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�コンテナターミナルでの搬出入受付時間の固定化

→貨物の多寡にかかわらず固定（０８３０～１６３０）

�港湾の集中に比べ、インフラ（待機場所・道路・コンテナターミナル）整備が追いついていない

その結果・・・

�１台当たりの収益の低下・・・輸送費の高騰

�運転手の拘束時間が長時間化・・・賃金上昇 港湾競争力の低下

�コンテナ回転率の低下

・輸出空コンテナ搬出

・輸出実入りコンテナ搬入

・輸入実入りコンテナ搬出

・輸入空コンテナ返却

ドレージ

可能回数

日日日日 本本本本 ：：：： １１１１～～～～２２２２回回回回

韓韓韓韓 国国国国 ：：：： ４４４４～～～～５５５５回回回回

成長阻害要因

待機時間の長時間化周辺道路の混雑の慢性化
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東京港ＣＴの慢性的な大渋滞
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�長時間拘束

→５～６時間待つのはザラ

�不規則な労働時間

→ずっとダラダラ運転しなくてはならないので

疲労感は大きい

�シャーシ回転率の低下

�労働条件が悪く、魅力がない

→若年ドライバーの確保が困難

�優良事業者の事業撤退・縮小が後を絶たない。

→未熟練のドライバーや法令を遵守しない業者が

増え、重大事故のリスクを助長させている
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国内線・国際線接続の円滑化による羽田空港の活性化
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現輸送経路

望ましい輸送経路

TIACTTIACTTIACTTIACT

内

際

内

際

内

際

内

際

ト

ン

ネ

ル

ト

ン

ネ

ル

ト

ン

ネ

ル

ト

ン

ネ

ル

・・・・

ル

ー

ト

ル

ー

ト

ル

ー

ト

ル

ー

ト

現

行

現

行

現

行

現

行

ル

ー

ト

ル

ー

ト

ル

ー

ト

ル

ー

ト

現
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�概要

・国際ハブ空港として世界第２位の取扱量を

誇るインチョン（仁川）空港から、特に地方

空港発着貨物を羽田空港へ引き戻し、

空港活性化を目指す。

�主な課題

・羽田空港の貨物キャパシティー拡大

・国内線、国際線間のULD互換性向上

・内際ターミナル間の輸送導線の整備

・国内線運航機材の大型化

国内線ターミナル

国際線ターミナル

東京国際空港（羽田空港）
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モーダルシフトの推進
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�輸送の効率化

�二酸化炭素削減による環境対策

�省エネルギー化

�交通渋滞の緩和

�ドライバー不足の解消

①トラック運賃が安すぎるため、簡単に調達ができる

②災害・悪天候時の対応

・鉄道・船舶ともに自然災害や気象状況に左右されやすい

・線路は不通になると、復旧に時間がかかり、トラックによる代替輸送が必要

モーダルシフト推進による効果

モーダルシフト推進の弊害となる課題と問題点
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モーダルシフトの推進
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③国際海上コンテナの規格

・海外では海上コンテナをそのまま貨物列車に載せて輸送することができるが、

日本ではコンテナ規格が異なるため積替なしでの一貫輸送ができない。

・鉄道輸送におけるＩＳＯ規格コンテナ（20ｆｔ・40ｆｔなど）への対応

積替不要20ｆｔ・40ｆｔ20ｆｔ・40ｆｔ海 外

積替必要20ｆｔ・40ｆｔ12ｆｔ・31ｆｔ日 本

鉄道・船舶一貫輸送の場合海上コンテナ鉄道コンテナ

日本と海外のコンテナ規格の違い

高さ 2,591mm

幅 2,438mm

長さ12,192mm

高さ2,591mm

幅 2,438mm

長さ6,058mm

高さ2,605mm

幅 2,450mm

長さ9,410mm

高さ2,500mm

幅 2,450mm

長さ3,715mm

寸法

（外寸）

40ｆｔコンテナ20ｆｔコンテナ31ｆｔコンテナ12ｆｔコンテナ

種類


